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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年3月16日～平成24年3月15日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 222,322 △5.6 10,041 25.5 10,579 25.8 4,417 16.2
23年3月期 235,530 1.4 8,000 7.9 8,407 8.0 3,800 3.0

（注）包括利益 24年3月期 4,430百万円 （16.5％） 23年3月期 3,802百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 185.22 ― 5.0 6.3 4.5
23年3月期 157.16 ― 4.4 5.0 3.4

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 170,106 90,448 53.2 3,819.31
23年3月期 167,262 87,680 52.4 3,637.36

（参考） 自己資本   24年3月期  90,411百万円 23年3月期  87,596百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 7,903 △4,711 △3,007 24,948
23年3月期 9,057 △3,438 △3,893 24,763

2.  配当の状況 

（注）23年３月期期末配当金の内訳 記念配当５円00銭 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 963 25.5 1.1
24年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 946 21.6 1.1
25年3月期(予想) ― 0.00 ― 40.00 40.00 ―

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年3月 16日～平成25年 3月15日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 123,000 10.5 5,900 6.8 6,200 6.9 3,500 20.6 147.85
通期 245,000 10.2 11,100 10.5 11,700 10.6 6,000 35.8 253.46



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料18ページ「（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 24,583,420 株 23年3月期 24,583,420 株
② 期末自己株式数 24年3月期 911,124 株 23年3月期 501,061 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 23,851,565 株 23年3月期 24,181,100 株

（参考）個別業績の概要 

平成24年3月期の個別業績（平成23年3月16日～平成24年3月15日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 214,951 △5.7 9,834 25.0 10,334 25.2 4,376 15.5
23年3月期 228,009 1.6 7,865 8.3 8,252 8.4 3,788 3.2

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

24年3月期 183.50 ―
23年3月期 156.67 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 168,724 90,404 53.6 3,817.45
23年3月期 165,952 87,677 52.8 3,637.24

（参考） 自己資本 24年3月期  90,368百万円 23年3月期  87,593百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続きが実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料2ページ「1.経営成績（1）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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(1）経営成績に関する分析 

 （当連結会計年度の概況） 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から緩やかに持ち直しの動きが見られたものの、欧州

の信用不安や円高、株安等の影響により、経済環境は先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 当社グループが属するドラッグストア業界におきましては、震災以降に生活関連用品等の需要増や季節関連商材が

概ね順調であったこと等から堅調に推移いたしました。 

 このような中、当社グループでは、年度前半に震災の影響による計画停電により営業時間の短縮や商品供給が一時

的に停滞したこと等があったものの、生活者医療の担い手となる地域密着型店舗として独自のメガ・ドラッグストア

の店舗展開を進めました。一方、地域のインフラとしての機能を強化するため、物流センターの稼働に注力してまい

りました。 

 新規出店につきましては、ドミナントエリア強化のためサテライトタイプの店舗を中心に既存地区である千葉県に

４店舗、栃木県、茨城県、宮城県に各２店舗、群馬県、静岡県、山梨県に各１店舗の計13店舗を出店いたしました。

また、高齢化社会への対応を目的とし、専門機能を強化したヘルスケアセンター(調剤併設型店舗)づくりの一環とし

て、茨城県に２件、福島県、千葉県、群馬県に各１件、計５件の調剤薬局を既存店に併設いたしました。これにより

店舗数は、216店舗、うち調剤併設店舗は46件となりました。 

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は2,223億22百万円（前期比5.6%減）となりました。また粗利益率につきま

しては、震災以降生活関連用品等が好調に推移したこと等から改善が図られた一方、震災後の販売自粛に伴う広告宣

伝費の減少及び物流センター稼働に伴う店舗作業の改善等、効率化が図られたこと等から経費が抑制され、営業利益

は100億41百万円（前期比25.5%増）となりました。また経常利益は105億79百万円（前期比25.8%増）となりました。

当期純利益は、特別損失に資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額に加え災害による損失、及び一部店舗について

減損損失を計上したこと等により、44億17百万円（前期比16.2%増）となりました。 

  

（販売の状況） 

 部門別の当社グループの売上高は以下のとおりであります。 

（注）当社の取扱商品は、多品種にわたり、売上数量についての記載は困難なため、その記載を省略しております。

（次期の見通し）  

次期のわが国経済は、海外の景気動向や円高の長期化、原油価格の上昇等の影響により、依然として先行き不透

明なまま推移するものと思われます。また、個人消費におきましては、電力の供給不足や原子力災害の影響が続く一

方、厳しい雇用環境や所得の伸び悩みによる将来不安を抱える中、消費者の節約志向は続くものと予想され、消費環

境は引き続き厳しい状況のまま推移するものと思われます。 

このような中、当社グループといたしましては、改正薬事法の完全施行に伴う小売業全体の競争激化に対し、差別

化策として本格的な高齢化社会への対応及び生活者医療の担い手となるため、既存店への調剤併設を加速し、専門性

の強化を推し進めてまいります。また、地域に根付く店舗づくりを推進するため、予防と治療にフォーカスした品揃

えを強化するとともに、健康や美容に関するカウンセリング機能を強化してまいります。 

  出店につきましては、ドミナントエリアの強化を積極的に進めるべく、既存地区である、群馬県に５店舗、茨城

県、栃木県に各３店舗、長野県に２店舗、埼玉県に１店舗、復興エリアの福島県に２店舗、宮城県に１店舗の計17店

舗の出店を計画しております。また、専門性強化策を推進するため、調剤薬局を栃木県に４件、宮城県、群馬県、千

葉県に各２件、茨城県、埼玉県、山梨県、長野県に各１件の計14件を既存店舗に併設する予定であります。  

 以上のことから、平成25年３月期の連結業績は、売上高2,450億円、営業利益111億円、経常利益117億円、当期純

利益60億円を見込んでおります。 

１．経営成績

区分 

前連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 

    至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 

    至 平成24年３月15日） 
前連結会計 

年度比（％）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

医薬品  38,510  16.3  38,563  17.3  100.1

化粧品  19,217  8.2  19,146  8.6  99.6

雑貨  69,421  29.5  65,056  29.3  93.7

一般食品  108,381  46.0  99,556  44.8  91.9

合計  235,530  100.0  222,322  100.0  94.4
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(2）財政状態に関する分析 

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末の資産の部は、前連結会計年度と比して28億43百万円増加し、1,701億６百万円となりまし

た。これは主に商品が24億27百万円増加したことによるものであります。 

 当連結会計年度末の負債の部は、前連結会計年度と比して76百万円増加し、796億58百万円となりました。これ

は主に短期借入金が９億47百万円、災害損失引当金が７億83百万円減少した一方で、資産除去債務が15億75百万円

増加したことによるものであります。 

   当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度と比して27億67百万円増加し、904億48百万円となりました。 

     

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、249億48百万円（前連結会計年度末

比１億85百万円増）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、79億３百万円（前期比11億53百万円減）となりました。これは主に税金等調整

前当期純利益が89億17百万円（同20億９百万円増）あったこと及び減価償却費が46億70百万円（同１億71百万円

減）、減損損失が８億60百万円（同５億60百万円増）あったものの、棚卸資産の増加が24億28百万円（前期は１億

46百万円の減少）、法人税等の支払額が38億85百万円（同３億46百万円増）あったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、47億11百万円（同12億73百万円増）となりました。これは主に新規出店13店舗

に係る有形固定資産の取得に43億87百万円（同14億47百万円増）、無形固定資産の取得に４億62百万円（同３億76

百万円増）を支出したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、30億７百万円（同８億86百万円減）となりました。これは主に、長期借入金に

よる収入が130億円（同増減なし）あったものの、短期借入金の純減額が９億47百万円（同１億53百万円減）、長

期借入金の返済に134億48百万円（同５億57百万円減）、配当金の支払に９億59百万円（同１億２百万円増）、自

己株式の取得に６億51百万円（同２億78百万円減）支出したことによるものであります。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社グループは株主への利益還元を最重要経営課題として位置づけるとともに、将来の事業展開を勘案し、経営

基盤の充実・強化による安定した成長を確保するために必要な内部留保を図りながら、継続的、安定的な配当を行う

ことを基本方針としております。 

当連結会計年度におきましては、平成24年６月12日開催予定の第45回定時株主総会に於いて、震災後の厳しい状

況の中、おかげさまで200店舗を達成したことから、株主の皆様の日頃のご支援に感謝の意を表するため、１株につ

き普通配当５円を増配し40円とすることを付議する予定であります。 

なお、内部留保資金につきましては、主に店舗の新設、増床及び改装等の資金として充当する方針であります。 
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 当社グループは、医薬品、化粧品、日用雑貨、食料品及び酒類等を販売するドラッグストア並びに処方箋調剤を主要

業務とする調剤併設型ドラッグストアを営む小売業であります。 

 事業の系統図は、次のとおりであります。 

 
  

２．企業集団の状況
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(1）会社の経営の基本方針 

当社グループの経営理念は、『ドラッグストア世界一へ向けて、日々革新し、向上しつづける経営をめざす。』及

び『お客様が健康で豊かな暮らしを実現するため、卓越したノウハウを生かした「普段の生活の拠点」を提供し、も

って社会に貢献する。』であります。 

 それを実現すべく、当社ではメガ・ドラッグストアを展開しております。通常ドラッグストアは、売場面積90坪以

上と定義されておりますが、当社ではそれより大きな規模のドラッグストア（400坪以上）をメガ・ドラッグストア

と定義しております。 

 その特長は、主要生活道路沿いに位置し、健康に欠かせない、そして日常生活に欠かせない商品を豊富に取り揃

え、低価格で提供し、且つ短時間でショッピングができるという利便性の高い生活密着型ストアであります。 

 その基本コンセプトといたしましては、「ファーマシー・モア」つまり「医薬品にとどまらない、多様な商品を提

供することによりお客様の健康で快適な生活を実現する」ことであります。その実現に向け、今後も顧客第一主義の

下、お客様の利便性を追求した独自の業態であるメガ・ドラッグストアを基本とした店舗展開を図ってまいります。

 また、法令順守等の社会的責任を果たしつつ、お客様をはじめ、株主、取引先、社員等の各ステークホルダーから

支持される会社になるべく尽力してまいります。 

(2）目標とする経営指標 

 当社グループでは、株主価値の向上を図るため、適正な営業利益の確保を重視し、中長期的にＲＯＥ（自己資本当

期純利益率）８%以上を目標としております。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

 中長期的にドラッグストア業界は、薬事法改正に伴う各社の出店競争に加え、他業種からの参入による競争の激化

等、今後も厳しい状況が続くものと予想されます。これに伴い、各社とも生き残りをかけた提携、合併等の動きが活

発になるものと思われます。 

 このような中、当社グループといたしましては、一店舗一店舗が他社との明確な差別化を図り、地域に根付いた強

力な店舗となることが重要であると考えております。そのためには、専門性と利便性を融合させた独自業態のメガ・

ドラッグストアづくりを推進し、これら店舗の多店化を進めていく方針であります。また、この独自業態のメガ・ド

ラッグストアに、高齢化社会に対応した調剤薬局の併設を積極的に推し進め、専門性を高めた生活者医療の担い手と

なる「最も身近なヘルスケアセンター」を実現していく方針であります。 

 以上を基本方針とし、中長期的には、市場占有率の向上を目的に、地域補完性を考慮したサテライト型の店舗の出

店を重点的に行ってまいります。また、それと共に、出店エリアにおける収益性の向上を目的とした物流センターの

構築を図ってまいります。 

 今後、さらに当業界における合従連衡が活発になると予想されるため、戦略的な提携、合併等を視野に、柔軟な対

応と検討を行ってまいります。 

 以上のことから、2016年３月期、売上高5,000億円を目指してまいります。 

  

(4）会社の対処すべき課題 

 当社グループにおいて、店舗出店が進む中、店長となるべき人材の育成が重要であると考えており、次代を担う人

材の育成を図るべく教育カリキュラムの改善・実践に努めてまいる所存であります。 

  また、これまで地球環境への配慮の観点から、省エネルギーへの取組みとして、既存店舗における省エネ設備機器

等の入替えを実施しておりましたが、新規店舗においても更なる省エネルギー対策を実施してまいります。  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月15日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,845 25,009

売掛金 1,546 1,564

商品 17,670 20,097

貯蔵品 10 11

繰延税金資産 989 669

その他 3,544 3,917

流動資産合計 48,606 51,270

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 84,791 88,077

減価償却累計額 △44,275 △46,988

建物及び構築物（純額） ※1  40,516 ※1  41,088

土地 ※1  57,899 ※1  58,706

建設仮勘定 1,162 287

その他 13,307 14,058

減価償却累計額 △11,048 △11,738

その他（純額） 2,258 2,320

有形固定資産合計 101,836 102,403

無形固定資産   

のれん 185 －

その他 4,829 4,859

無形固定資産合計 5,015 4,859

投資その他の資産   

投資有価証券 143 164

敷金及び保証金 9,064 8,730

繰延税金資産 1,747 1,865

その他 848 812

投資その他の資産合計 11,804 11,573

固定資産合計 118,656 118,836

資産合計 167,262 170,106
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月15日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 32,887 32,721

短期借入金 ※1, ※2  947 －

1年内返済予定の長期借入金 ※1  12,114 ※1  11,643

未払法人税等 2,096 2,523

賞与引当金 832 872

災害損失引当金 783 －

その他 4,155 4,069

流動負債合計 53,818 51,830

固定負債   

長期借入金 ※1  20,470 ※1  20,492

退職給付引当金 4,287 4,739

役員退職慰労引当金 439 －

資産除去債務 － 1,575

その他 565 1,019

固定負債合計 25,763 27,827

負債合計 79,582 79,658

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,001 13,001

資本剰余金 14,882 14,882

利益剰余金 60,665 64,120

自己株式 △933 △1,584

株主資本合計 87,616 90,419

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △19 △7

その他の包括利益累計額合計 △19 △7

新株予約権 84 36

純資産合計 87,680 90,448

負債純資産合計 167,262 170,106
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

売上高 235,530 222,322

売上原価 185,442 170,651

売上総利益 50,088 51,671

販売費及び一般管理費 ※1  42,087 ※1  41,629

営業利益 8,000 10,041

営業外収益   

受取利息 49 48

受取配当金 3 3

受取賃貸料 410 453

受取手数料 470 514

協賛金収入 132 124

補助金収入 18 －

その他 70 88

営業外収益合計 1,156 1,233

営業外費用   

支払利息 394 329

支払手数料 152 149

賃貸収入原価 121 140

その他 80 76

営業外費用合計 749 695

経常利益 8,407 10,579

特別利益   

固定資産売却益 ※2  0 ※2  0

新株予約権戻入益 － 52

その他 3 －

特別利益合計 4 53

特別損失   

固定資産売却損 ※3  2 －

固定資産除却損 ※4  28 ※4  35

投資有価証券評価損 37 －

減損損失 ※5  300 ※5  860

災害による損失 ※6  1,008 ※6  160

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 657

その他 126 －

特別損失合計 1,504 1,715

税金等調整前当期純利益 6,907 8,917

法人税、住民税及び事業税 3,663 4,307

法人税等調整額 △556 192

法人税等合計 3,107 4,499

少数株主損益調整前当期純利益 － 4,417
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

当期純利益 3,800 4,417
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 4,417

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 12

その他の包括利益合計 － ※2  12

包括利益 － ※1  4,430

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 4,430

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 13,001 13,001

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 13,001 13,001

資本剰余金   

前期末残高 14,882 14,882

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 14,882 14,882

利益剰余金   

前期末残高 57,725 60,665

当期変動額   

剰余金の配当 △860 △963

当期純利益 3,800 4,417

当期変動額合計 2,939 3,454

当期末残高 60,665 64,120

自己株式   

前期末残高 △3 △933

当期変動額   

自己株式の取得 △929 △651

当期変動額合計 △929 △651

当期末残高 △933 △1,584

株主資本合計   

前期末残高 85,605 87,616

当期変動額   

剰余金の配当 △860 △963

自己株式の取得 △929 △651

当期純利益 3,800 4,417

当期変動額合計 2,010 2,803

当期末残高 87,616 90,419
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △21 △19

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1 12

当期変動額合計 1 12

当期末残高 △19 △7

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △21 △19

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1 12

当期変動額合計 1 12

当期末残高 △19 △7

新株予約権   

前期末残高 80 84

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3 △48

当期変動額合計 3 △48

当期末残高 84 36

純資産合計   

前期末残高 85,664 87,680

当期変動額   

剰余金の配当 △860 △963

自己株式の取得 △929 △651

当期純利益 3,800 4,417

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5 △35

当期変動額合計 2,016 2,767

当期末残高 87,680 90,448
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 6,907 8,917

減価償却費 4,842 4,670

減損損失 300 860

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 657

のれん償却額 185 185

固定資産除却損 28 35

賞与引当金の増減額（△は減少） △48 39

災害損失引当金の増減額（△は減少） 783 △783

投資有価証券評価損益（△は益） 37 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 417 451

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 －

受取利息及び受取配当金 △52 △51

支払利息 394 329

固定資産売却損益（△は益） 2 △0

その他の損益（△は益） 23 －

売上債権の増減額（△は増加） △307 △17

たな卸資産の増減額（△は増加） 146 △2,428

その他の流動資産の増減額（△は増加） △229 －

仕入債務の増減額（△は減少） △819 △166

その他の流動負債の増減額（△は減少） 414 －

その他 △56 △591

小計 12,981 12,109

利息及び配当金の受取額 4 3

利息の支払額 △389 △323

法人税等の支払額 △3,538 △3,885

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,057 7,903

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,939 △4,387

有形固定資産の売却による収入 10 0

無形固定資産の取得による支出 △85 △462

長期前払費用の取得による支出 △33 △124

敷金及び保証金の差入による支出 △701 △137

敷金及び保証金の回収による収入 309 379

その他の支出 △3 －

その他の収入 5 －

その他 － 19

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,438 △4,711
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年３月16日 
 至 平成23年３月15日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年３月16日 
 至 平成24年３月15日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,100 △947

長期借入れによる収入 13,000 13,000

長期借入金の返済による支出 △14,006 △13,448

自己株式の取得による支出 △929 △651

配当金の支払額 △857 △959

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,893 △3,007

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,725 185

現金及び現金同等物の期首残高 23,037 24,763

現金及び現金同等物の期末残高 ※  24,763 ※  24,948

㈱カワチ薬品（2664）　平成24年３月期　決算短信

14



該当事項はありません。 

(5)継続企業の前提に関する注記

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

１．連結の範囲に関する事項 (1) 連結子会社の数 １社 

 子会社の名称  株式会社倉持薬局 

(1) 連結子会社の数 １社 

 子会社の名称  株式会社倉持薬局 

   (2) 非連結子会社の名称等 

  該当事項はありません。 

 (2) 非連結子会社の名称等 

  同左 

２．持分法の適用に関する事

項 

 該当事項はありません。  同左 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

 連結子会社の事業年度の末日は、12月31

日であり、連結財務諸表作成に当たって

は、同日現在の財務諸表を使用しておりま

す。ただし、連結会計年度の末日までに発

生した重要な取引は連結上必要な調整をす

ることとしております。 

 同左 

４．会計処理基準に関する事

項 

    

 (1) 重要な資産の評価基準

及び評価方法 

イ 有価証券  

 （イ）その他有価証券 

時価のあるもの  

    決算末日の市場価格等に基づく時価

法（評価差額は、全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は、移動平均法

により算定） 

イ 有価証券  

 （イ）その他有価証券 

時価のあるもの  

    同左 

  時価のないもの 

移動平均法による原価法 

時価のないもの 

同左 

   ロ たな卸資産 

(イ）商品 

 売価還元法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）。ただし調剤薬品につ

いては、総平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）。 

 ロ たな卸資産 

(イ）商品 

 売価還元法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）。ただし調剤薬品につ

いては、総平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）。 

  (ロ）貯蔵品 

最終仕入原価法 

(ロ）貯蔵品 

同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

(2) 重要な減価償却資産の

減価償却の方法 

イ 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法 

 ただし、平成10年４月１日以降に取

得した建物（建物附属設備を除く）に

ついては、定額法によっております。

 主な耐用年数は以下のとおりであり

ます。 

イ 有形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

  建物及び構築物 ８～34年   

   なお、取得価額10万円以上20万円未

満の少額減価償却資産については、３

年間で均等償却する方法を採用してお

ります。 

  

  ロ 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

 なお、ソフトウェアについては、社

内における利用可能期間（５年）に基

づく定額法によっております。 

ロ 無形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

  ハ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取

引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法によっておりま

す。 

 なお、所有権移転外ファイナンス・

リース取引のうち、リース取引開始日

が平成21年3月15日以前のリース取引

については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

す。 

ハ リース資産 

同左 

(3) 重要な引当金の計上基

準 

イ 貸倒引当金 

 売掛債権、貸付金等の貸倒損失に備え

るため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収

不能見込額を計上しております。 

イ 貸倒引当金 

 同左 

  ロ 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に

充てるため、支給見込額の当連結会計年

度負担額を計上しております。  

ロ 賞与引当金 

 同左 
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項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

  ハ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連

結会計年度末における退職給付債務に基

づき、当連結会計年度末において発生し

ていると認められる額を計上しておりま

す。 

 なお、数理計算上の差異については、

全額費用処理しております。 

 （会計方針の変更） 

 当連結会計年度より、「「退職給

付に係る会計基準」の一部改正（そ

の３）」（企業会計基準第19号 平

成20年７月31日）を適用しておりま

す。 

 なお、この変更による損益に与え

る影響はありません。 

  

ハ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連

結会計年度末における退職給付債務に基

づき、当連結会計年度末において発生し

ていると認められる額を計上しておりま

す。 

 なお、数理計算上の差異については、

全額費用処理しております。 

   

  ニ 役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支出に備えるた

め、会社の内規に定める当連結会計年度

末要支給相当額を計上しております。 

ニ ―――――――――  

  ホ 災害損失引当金 

 当連結会計年度に発生した東日本大震

災による設備損傷等に伴い、翌連結会計

年度以降に見込まれる設備復旧費用等の

発生に備えるため、当該損失見込額を見

積計上しております。 

ホ ――――――――― 

(4) のれんの償却方法及び償

却期間 

―――――――――  ５年間の定額法により償却を行っており

ます。 

(5) 連結キャッシュ・フロー

  計算書における資金の範

囲 

     ―――――――――  手許現金、要求払預金及び取得日から３

ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い

預金を計上しております。 

(6) その他連結財務諸表作成

のための重要な事項 

  消費税等の会計処理 

 消費税等の会計処理は、税抜方式によ

っております。 

  消費税等の会計処理 

 同左 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価につい

ては、全面時価評価法を採用しておりま

す。 

     ――――――――― 

６．のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

 ５年間の定額法により償却を行っており

ます。 

     ――――――――― 

７．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

 手許現金、要求払預金及び取得日から３

ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い

預金を計上しております。  

     ――――――――― 
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(7)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

         ―――――――――  (資産除去債務に関する会計基準の適用) 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基 

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び 

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会 

計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して 

おります。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ 百万円減

少しており、税金等調整前当期純利益は 億 百万円減少

しております。また、当会計基準等の適用開始による資産

除去債務の変動額は 億 百万円であります。 

  

67

7 25

15 33

(8)表示方法の変更

連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

         ―――――――――  (連結損益計算書) 

１．当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣

府令第５号）の適用し、「少数株主損益調整前当期純利

益」の科目で表示しております。 

  

２．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「補助金

収入」（当連結会計年度は27百万円）は重要性が乏しいた

め、営業外費用の「その他」に含めて表示しております。

  

（連結キャッシュ・フロー計算書）  

１．前連結会計年度まで区分掲記しておりました営業活動

によるキャッシュ・フローの「その他の損益（△は益）」

（当連結会計年度は△47百万円）、「その他の流動資産の

増減額（△は増加）」（当連結会計年度は△397百万円）

及び「その他の流動負債の増減額（△は減少）」（当連結

会計年度は△166百万円）は重要性が乏しいため、「その

他」に含めて表示しております。 

  

２．前連結会計年度まで区分掲記しておりました投資活動

によるキャッシュ・フローの「その他の支出」（当連結会

計年度は△８百万円）及び「その他の収入」（当連結会計

年度は28百万円）は重要性が乏しいため、「その他」に含

めて表示しております。  
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(9)追加情報

前連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

         ―――――――――  （役員退職慰労金）  

 当社及び連結子会社は、役員の退職慰労金の支出に備え

るため、内規に定める期末要支給相当額を計上しておりま

したが、平成23年６月開催の株主総会において、役員退職

慰労金制度の廃止に伴う打切り支給を決議いたしました。

 これにより、当社及び連結子会社は、当該制度廃止日ま

での在任期間に対応する役員退職慰労金相当額 446百万円

を固定負債の「その他」に計上しております。 

  

（包括利益の表示に関する会計基準の適用） 

 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計 

基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適 

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」 

及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度 

の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額 

等合計」の金額を記載しております。 

(10)連結財務諸表に関する注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（平成24年３月15日） 

※１ 担保に供している資産 ※１ 担保に供している資産 

建物   百万円9,853

土地   百万円36,351

計   百万円46,204

建物   百万円8,809

土地   百万円36,206

計   百万円45,016

（同上に対する債務） （同上に対する債務） 

  

短期借入金   百万円947

１年内返済予定の 

長期借入金 

  
百万円11,989

長期借入金   百万円20,395

計   百万円33,332   

１年内返済予定の 

長期借入金 

  
百万円11,268

長期借入金   百万円19,667

計   百万円30,936

※２ 当社及び連結子会社は、運転資金の効率的な調達を

行うため、取引銀行４行と当座貸越契約を締結してお

ります。これら契約に基づく当連結会計年度末の借入

未実行残高は次のとおりであります。   

  

当座貸越極度額 百万円5,900

借入実行残高 百万円947

差引額 百万円4,953

※２ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引

銀行４行と当座貸越契約を締結しております。これら

契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次

のとおりであります。   

  

当座貸越極度額 百万円5,500

借入実行残高 百万円－

差引額 百万円5,500
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（連結損益計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

給料手当 百万円17,240

減価償却費 百万円4,842

賃借料 百万円5,293

賞与引当金繰入額  百万円832

退職給付費用 百万円523

役員退職慰労引当金繰入額 百万円15

 ※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

給料手当 百万円17,335

減価償却費 百万円4,670

賃借料 百万円5,398

賞与引当金繰入額  百万円872

退職給付費用 百万円565

役員退職慰労引当金繰入額 百万円10

 ※２ 固定資産売却益 

  

その他 百万円0

 ※２ 固定資産売却益 

  

その他 百万円0

 ※３ 固定資産売却損の内訳 

建物及び構築物 百万円2

 ※３ ──────────── 

  

 ※４ 固定資産除却損の内訳 

建物及び構築物 百万円19

その他 百万円8

 ※４ 固定資産除却損の内訳 

建物及び構築物 百万円22

敷金及び保証金 百万円4

その他 百万円8

 ※５ 減損損失 

  当連結会計年度において、当社グループは以下の資

産グループについて減損損失を計上いたしました。 

 ※５ 減損損失 

  当連結会計年度において、当社グループは以下の資

産グループについて減損損失を計上いたしました。 

用途 場所 種類 金額 

営業店舗 千葉県 
建物及び

構築物 
百万円279

    その他 百万円21

    計 百万円300

用途 場所 種類 金額 

営業店舗 新潟県他 
建物及び

構築物 
百万円705

    土地 百万円66

    その他 百万円88

    計 百万円860

  当社グループは各店舗単位を資産グループとして減

損会計を適用しております。減損は閉鎖することが決

定した店舗及び収益回復が見込めない店舗について、

各資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（ 百万円）として特別

損失に計上いたしました。 

300

  当社グループは各店舗単位を資産グループとして減

損会計を適用しております。減損は閉鎖することが決

定した店舗及び収益回復が見込めない店舗について、

各資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（ 百万円）として特別

損失に計上いたしました。 

860

  その内訳は建物及び構築物 百万円、その他 百

万円であります。 

   なお、回収可能価額については、正味売却可能価額

により算定しております。正味売却可能価額は路線価

及び近隣売買事例を勘案した合理的な見積額を使用し

ております。 

279 21   その内訳は建物及び構築物 百万円、土地 百万

円、その他 百万円であります。 

   なお、回収可能価額については、正味売却可能価額

により算定しております。正味売却可能価額は路線価

及び近隣売買事例を勘案した合理的な見積額を使用し

ております。 

705 66

88

※６ 災害による損失 

 当連結会計年度に発生した東日本大震災による設備

損傷等に伴い、翌連結会計年度以降に見込まれる設備

復旧費用等の損失発生額を災害による損失として計上

しております。 

 このうち、災害損失引当金繰入額は、783百万円で

あります。  

※６ 災害による損失 

 災害による損失の内訳は、主に設備の原状回復費用

であります。 
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当連結会計年度（自 平成23年３月16日 至 平成24年３月15日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

  

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

  

  

前連結会計年度（自 平成22年３月16日 至 平成23年３月15日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注）自己株式の数の増加は、取締役会の決議に基づく自己株式の取得による増加50万株及び単元未満株式の買取りに

よる増加52株であります。 

 ２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

 ３．配当に関する事項 

 (1）配当金支払額 

 (2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 百万円3,802

少数株主に係る包括利益 百万円－

計 百万円3,802

その他有価証券評価差額金 百万円1

計 百万円1

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
前連結会計年度末
株式数（株） 

当連結会計年度増
加株式数（株） 

当連結会計年度減
少株式数（株） 

当連結会計年度末
株式数（株） 

発行済株式                        

普通株式  24,583,420  －  －  24,583,420

合計  24,583,420  －  －  24,583,420

自己株式                        

普通株式  1,009  500,052  －  501,061

合計  1,009  500,052  －  501,061

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種
類 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 
当連結会計
年度末残高
（百万円）

前連結会計
年度末 

当連結会計
年度増加 

当連結会計
年度減少 

当連結会計
年度末 

  
提出会社 

ストック・オプションと

しての新株予約権 
－  －  －  －  －  84

合計 －  －  －  －  －  84

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

平成22年６月８日 

定時株主総会 
普通株式  860  35 平成22年３月15日 平成22年６月９日

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成23年６月８日 

定時株主総会 
普通株式  963  利益剰余金  40 平成23年３月15日 平成23年６月９日
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当連結会計年度（自 平成23年３月16日 至 平成24年３月15日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注）自己株式の数の増加は、取締役会の決議に基づく自己株式の取得による増加41万株及び単元未満株式の買取りに

よる増加63株であります。 

 ２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

 ３．配当に関する事項 

 (1）配当金支払額 

 (2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  
前連結会計年度末
株式数（株） 

当連結会計年度増
加株式数（株） 

当連結会計年度減
少株式数（株） 

当連結会計年度末
株式数（株） 

発行済株式                        

普通株式  24,583,420  －  －  24,583,420

合計  24,583,420  －  －  24,583,420

自己株式                        

普通株式  501,061  410,063  －  911,124

合計  501,061  410,063  －  911,124

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種
類 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 
当連結会計
年度末残高
（百万円）

前連結会計
年度末 

当連結会計
年度増加 

当連結会計
年度減少 

当連結会計
年度末 

  
提出会社 

ストック・オプションと

しての新株予約権 
－  －  －  －  －  36

合計 －  －  －  －  －  36

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

平成23年６月８日 

定時株主総会 
普通株式  963  40 平成23年３月15日 平成23年６月９日

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年６月12日 

定時株主総会 
普通株式  946  利益剰余金  40 平成24年３月15日 平成24年６月13日
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 リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品関係、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストッ

ク・オプション等、企業結合等、資産除去債務、賃貸等不動産に関する注記事項及び個別財務諸表については、決算

短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略いたします。 
  

前連結会計年度（自 平成22年３月16日 至 平成23年３月15日）  

当社グループは、全て同一セグメントに属するため、該当事項はありません。  

前連結会計年度（自 平成22年３月16日 至 平成23年３月15日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

前連結会計年度（自 平成22年３月16日 至 平成23年３月15日）  

海外売上高がないため該当事項はありません。  

当連結会計年度（自  平成23年３月16日  至  平成24年３月15日） 

 当社グループは、医薬品、化粧品、雑貨及び一般食品等の販売をする小売業を営んでおり、単一セグメントであ

るため、記載を省略しております。  

  

（追加情報） 

当連結会計年度（自 平成23年３月16日 至 平成24年３月15日）  

 当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。    

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 百万円24,845

預金期間が３ヶ月を超える定期預金  百万円△82

現金及び現金同等物の期末残高 百万円24,763

現金及び預金 百万円25,009

預金期間が３ヶ月を超える定期預金  百万円△60

現金及び現金同等物の期末残高 百万円24,948

（開示の省略）

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

ｂ．所在地別セグメント情報

ｃ．海外売上高

ｄ．セグメント情報
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 （注）１ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎 

２ １株当たり純資産額の算定上の基礎 

（１株当たり情報）

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

１株当たり純資産額       円 銭 3,637 36       円 銭 3,819 31

１株当たり当期純利益金額     円 銭 157 16     円 銭 185 22

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

金額 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、希薄化効果

を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。  

 同左 

  

  

  

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

当期純利益（百万円）  3,800  4,417

普通株主に帰属しない金額（百万円）   －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  3,800  4,417

普通株式の期中平均株式数（株）  24,181,100  23,851,565

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含まれなかっ

た潜在株式の概要 

    

新株予約権         個 2,275         個 1,085

  
    

項目 
前連結会計年度 

（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

純資産の合計額（百万円）  87,680  90,448

純資産の合計額から控除する金額（百万円）  84  36

 （うち新株予約権）  (84)  (36)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円）  87,596  90,411

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末

の普通株式の数（株） 
 24,082,359  23,672,296
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（重要な後発事象）

前連結会計年度 
（自 平成22年３月16日 
至 平成23年３月15日） 

当連結会計年度 
（自 平成23年３月16日 
至 平成24年３月15日） 

 ――――――――――――   当社は、平成24 年４月26 日開催の取締役会において、

会社法第236 条、第238 条及び第239 条の規定に基づき、

ストックオプションとして無償にて発行する新株予約権の

募集事項の決定を当社取締役会に委任すること、及び会社

法第361条の規定に基づき、金銭でない報酬として当社取

締役に割り当てる新株予約権の算定方法の承認を求める議

案を、平成24 年６月12 日開催予定の当社第45回定時株主

総会に付議することを決議いたしました。  

(1) 特に有利な条件により新株予約権を引き受ける者の募

集をすることを必要とする理由 

平成23年に役員退職慰労金制度を廃止し、中長期的な

業績や株価を意識した変動報酬体系の一つとして、ス

トックオプションとしての新株予約権を発行すること

といたしました。これにより株主と共に株価上昇によ

るメリットのみならず、株価下落によるリスクを負う

ことで業績向上及び企業価値増大に寄与するため。ま

た、当社の従業員に対し、業績向上及び企業価値増大

に向けた意欲や士気を喚起させ、業績向上に寄与する

こと並びに経営への参画意識を高め、株主重視の姿勢

を一層高めるため。 

(2) 新株予約権発行の要領 

①新株予約権の割当を受ける者 

当社の取締役及び従業員 

②新株予約権の目的である株式の種類及び数 

当社普通株式88,000株を上限とする。 

③新株予約権の数の上限 

880個を上限とする。 

④新株予約権の払込金額 

新株予約権につき、金銭の払込みを要しないことと

する。 

⑤新株予約権の行使に際して出資される財産の価額  

各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

は、当該各新株予約権を行使することにより交付を

受けることができる株式１株当たりの払込金額（以

下、「行使価額」という）に付与株式数を乗じた金

額とする。 

行使価額は、割当日の属する月の前月の各日（取引

が成立しない日を除く）の東京証券取引所における

当社普通株式の普通取引の終値（以下、「終値」と

いう）の平均値に1.05を乗じた金額（１円未満の端

数は切り上げる）又は割当日の終値（当日に終値が

ない場合は、それに先立つ直近の取引日の終値）の

いずれか高い金額とする。 

⑥新株予約権を行使することができる期間 

割当日後２年を経過した日から３年間とする。  
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